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背 景
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世界に迫る大きな変化の波
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AIやIoTなどのデジタル技術やバイオテクノロジーの革新

世界経済の中心がアジア（中国、インド、ASEAN）に急シフト
少子高齢化や人口爆発など人口動態の激変

地球環境など世界規模の問題深刻化によるSDGs等への取り組み重視

技術的変化

経済・地政学的変化

マインドセットの変化

 いま世界には、大きな社会変革につながる「技術的変化」、経済の重心が
シフトする「経済・地政学的変化」、地球環境等の問題を踏まえた「マイ
ンドセットの変化」など、急激な変化の波が迫っている。

変化にはリスクだけでなくチャンスが伴う。

変化を活かす想像力で未来を切り拓いていくことが重要。



デジタル革新の波
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 特に大きな変化はデジタル革新（デジタル・トランスフォーメーション）
である。個人の生活や行政、産業構造、雇用などを含めて社会のあり方が
根本から変わる。

 デジタル技術はあくまでツールであり、それを起点にしてはいけない。ど
ういう社会を創りたいからデジタル革新を利用するのかという観点が重要。

IoT
あらゆるモノがインターネットに接続され、センサーなどからリアルタ
イムにデータが収集できるようになる。デジタル革新の対象があらゆる
モノ・ヒト・コトに広がる。

AI(人工知能）
AIは適切に設計して運用されれば、非常に複雑な問題も解決できる。人
間が行ってきた業務の多くは、AIによって自動化することが可能となる。
AIの本質は「能力の流通とコモディティー化」である。

ロボット AIの能力は、ロボットによってフィジカル空間で発揮される。さまざま
なモノが知能を有するようになり、社会のスマート化が進んでいく。

分散台帳技術 ブロックチェーンなど分散台帳技術は、効率的な取引や追跡可能性の向
上に大きな影響を与える。信用や信頼の新たな形をもたらしうる。



目指すべき社会
Society 5.0

4



情報社会の次の段階 Society 5.0へ
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 今、デジタル革新（デジタル・トランスフォーメーション）をきっかけに
第５段階の新たな社会（Society 5.0）への変革のときを迎えている。



Society 5.0は「創造社会」
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 経団連は、Society 5.0を「創造社会」（デジタル革新と多様な人々の想
像・創造力の融合によって、社会の課題を解決し、価値を創造する社会）
と再定義。デジタル革新を使って社会をどう変えるかという「想像力」や
それを実現していく「創造力」がキーとなる。

Society  5 .0

多様な人々の 力デジタル革新 ×

価値創造課題解決

想像
創造



Society 5.0で目指す社会
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 Society 5.0では、さまざまな制約から解放され、誰もが、いつでもどこで
も、安心して、自然と共生しながら、価値を生み出す社会を目指していく。



Society 5.0 for SDGs
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 社会課題の解決や人・機械・自然の共生を目指すSociety 5.0は、国連が採
択したSDGsの達成にも貢献可能。変革の方向は軌を一にしている。

出典：経団連アニュアルレポート2018



わが国がとるべき国際戦略
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戦略：Society 5.0 for SDGs
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 Society 5.0やSDGsは、一つの国や企業で成し遂げられるものではない。
世界中のあらゆる主体とのパートナーシップによって実現を目指し、その
過程で得られた課題解決のノウハウを世界に広め、世界の持続可能な発展
に貢献することが重要。

 「Society 5.0 for SDGs」の世界的な普及に向けた、プラットフォーム
化と国際標準化のリード

 自社の強みを社会課題の解決に結びつける事業を構想し、多様な主体と
目標共有

 次世代産業の創成（医療・介護システム、農業・食システム、統合イン
フラ等）

Society 5.0 for SDGsの主導



戦略：AI-Ready化とあらゆる多様性の内包
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 日本は、Society 5.0を世界に先駆けて実現するために、AI-Ready化に
よってデジタル革新を先導し、あらゆる多様性を内包することで、成功の
プラットフォームを目指すべき。

デジタル革新 多様性の内包×

成功のプラットフォームとしての日本

日本のあらゆるところで
多様な背景をもった人々が

社会を変える挑戦を次々に行う
（あらゆる多様性の内包）

AI×データの力を
人々が最大限に活用できるよう

変革への体制を整える
（AI-Ready化）

多様な人々が日本でさまざまな挑戦を行い、成功のきっかけをつかむことで
日本から新たな価値が次々と創造され、それを通じてSociety 5.0を実現していく



戦略：産業の新陳代謝の促進
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 国として、既存産業の保護ではなく、スタートアップ振興に大きく軸足を
移し、Society 5.0時代の主役としてグローバルに活躍できる企業を次々と
生む産業構造に変革すべき。

出典：週刊ダイヤモンド「平成経済全史」（2018年8月25日）ほか各種データをもとに作成

米国は市場を牽引する企業や産業が大きく入れ替わっている



戦略：人材育成
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 Society 5.0時代に必要となる人材像は大きく変わる。デジタル技術やデー
タの活用を基礎的に身につけた上で、創造力を発揮できる人材を育成する
べき。

Society 5.0時代に求められる人材
 AI-Readyな人材（AIを活用して自ら課題を解決できる人材や、果敢に
挑戦し社会の仕組みを一から創り直せるような人材）

 多様なチームでリーダーシップを発揮できる人材

教育や人材育成への期待
 異質な考えや能力を褒めて伸ばし、失敗を恐れずに挑戦することを奨励
 必要となるリテラシー（知識を活用し自分で考える力、科学的・論理的
に思考する力、感性・好奇心、倫理観、情報科学・数学・統計・生命科
学の基礎的な知識等）を身につける

 文理分断からの脱却（文系・理系の垣根をなくすとともに、ダブルメ
ジャー推進）

 平等主義からの脱却（突出した人材を育成する）
 多様性を持った集団の中でリーダーシップを発揮できる人材の育成
 リカレント教育拡充



戦略：フィジカル空間からサイバー空間への展開
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 今後、デジタルをめぐる主戦場はフィジカル空間へと移る。日本企業は、
フィジカル空間での技術的優位性を武器にして、サイバー空間への展開を
いち早く行わなければならない。

 日本としては、各領域の知識とリアルなデータを活用したAI化を重点的に
進める戦略が必要。

出典：経団連夏季フォーラム2018(2018年7月）北野宏明TF座長講演資料「Techno-Social Mega-Trends and Strategic Framework for Japan」



戦略：AI×データ戦略
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 データ覇権をめぐる各国の争いが激化する中、日本は多種多様なデータの
共有を図るべき

 データやAIの普及を進めるため関連ポリシーを確立し、適切に取り扱う

米国 中国 EU

巨大プラットフォーマー
企業が大量のデータ収集

国家関与の巨額投資により
大規模人口のデータ収集

GDPRによる個人データ
の囲い込み

日本

多くの業界や企業に分散された多種多様なデータを組織の枠を越えて連携・共有

プライバシーとサイバーセキュリティの確保による安心・安全・高品質な取り扱い
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Society 5.0のコンセプトとアクションプランの詳細については、2018年
11月公表の提言「Society 5.0 –ともに創造する未来－」をご参照ください。

（参考）

http://www.keidanren.or.jp/policy/2018/095.html
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